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複数の PPP 事業（ブトゥアン PPP 事業）を事例に、バンドリングの効果について検証
を行った結果を示している。ブトゥアン PPP 事業に対して、バンドリング効果を考慮し
ないものと考慮するものの2つのシナリオを設定し、それぞれの IRR と NPV を比較検証
することで、事業の収益性の違いを示し、バンドリングによる「量的効果」を確認してい
る。さらに、バンドリングによるもう1つの効果である「質的効果」について、ブトゥア
ン PPP 事業の関係者に対してのグループインタビューにおいて事業実施における規模の
経済の発現、事業実施の迅速化、事業リスクの軽減などが指摘されたこと、さらに、日本
の建設コンサルタント企業へのインタビューから、バンドリングが、売上の増加、売上の
多様化、売上の確実化や長期化といった意義があることを指摘されたことをもって、企業
の経営的な観点からの質的効果についても確認しており、これにより、ブトゥアン PPP
事業において、バンドリング効果の全般にわたる発現が確認されたと述べている。
　第6章「結論」では、第5章までの内容を本研究の目的に沿った形でまとめ、本研究全
体の結論を示すとともに、地域開発において今後どのように PPP を適用していくかにつ
いて、課題や可能性についても検討を行っている。
　以上のように、本論文は、開発途上国における地域開発の実現を促進していくために、
さらなる PPP の活用手段としてのバンドリングの意義や有効性、適用性を提示したもの
で、地域開発支援や民間企業が地域開発事業に進出する際の新たな手法を示したものと言
える。このことは、特に国際地域学や地域開発学、国際協力学などの学問分野への高い貢
献のみならず、開発支援の現場で様々な実務に取り組む実務者にとっても意義の高い研究
と言える。
【審査結果】
　本論文は国際地域学研究科（国際地域学専攻）の博士学位審査基準に照らしても妥当な
研究内容であると認められる。従って、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査委員
会は全員一致をもって加藤聡氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を授与するに相応し
いものと判断する。
